
 

自分を大切に、一日一日を丁寧に生きる 
 

校 長  小堺 さとみ  
新たに９名の新入生を迎え、全校生徒 31名で令和２年度がスタートしました。 
新型コロナウイルス感染拡大が収束せず、学校現場でも行事の自粛や中止を始めとした異例の対応が 

求められています。３月の突然の臨時休校から約１か月、生徒が戻ってきた学校の活気を大いに喜び、
生徒あっての学校であることをしみじみと感じていた矢先に再度の臨時休校が県の方針として決定しま
した。保護者の皆様には、長期にわたりお子様の家庭での見守りをお願いすることとなり、ご負担をお掛け
しておりますこと、恐縮いたしております。 
この想定外の苦境は、短期間のうちに日常生活を不自由なものに変えてしまいましたが、同時に私達

は、健康で平穏な毎日がいかにありがたいものであるかを実感することができました。自分を大切に、一
日一日を丁寧に生きる、強くそう思います。 
令和２年度もまた、保護者の皆様や地域の多くの関係諸機関との連携を深めながら、生徒の自立と社会

参加を支援する教育活動を行い、一人一人の生徒を大切に育ててまいりますので、ご理解とご協力をお願い
します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

川西高等特別支援学校 

学校だより 第 12号 

令和２年４月 21日 

   令和２年度 グランドデザイン 

 

 
 
 
 
 
 
 

     指導の重点 

 

 

 

 

 

 

   主な取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教 育 目 標 「夢をえがき  一歩一歩  前進する生徒」  

目指す学校像   
○自立と社会参加に必要な知識、技能、態度を育む 

学校 

○一人一人のニーズに応じた進路を実現する学校 

○豊かな生活を送るための学びの場面を提供する 

学校 

◆ 学校、教職員、地域の三つ

の力を結集し、夢をえがき

一歩一歩 前進する生徒の

学びを支える 

◆ 生徒の学びを支える力 

 ◎安心・安全な学校 
  危機管理と学習環境の整備、生徒が安心して学べる学校 

 ◎専門性の高い教職員 
生徒一人一人の個性に応じ、適切な支援ができる教職員 

 ◎将来を支える地域 
地域の支援者・資源の効果的な活用、関係機関・保護者との連携 

【安心・安全な学校】 

○様々な場合を想定した 

事前の事故防止の徹底 
・想定別避難・防災訓練 

・校外活動での安全対策 

・スマホ・ＳＮＳ、性に関する 

教育・いじめ未然防止と人権 

教育等による健康安全指導の 

充実 

○潤いのある校内外の環境整備 
・落ち着いた校内の雰囲気 

・分かりやすい掲示類 

・校地・校舎の改修と有効的活用 

○職場環境の充実 
・教職員の働き方改革推進 

・同僚性を高め、教育課題をディス 

カッションできる教務室 

・教職員の心身の健康保持による 

指導力向上 

【専門性の高い教職員】 

○社会参加と自己実現を促す教育課程 

の編成 
・職業教育実践の充実と段階化した実習 

の設定 

・担任間での「打合せ→実践→反省→ 

改善」サイクルによる授業改善 

・校内検定の開発と活用 

○研修の充実 
・障害の病理や特性などの基本研修の実施 

・ＩＣＴ機器活用の推進 

・魚沼教育フェスタ参加を始めとした 

他校との合同研修実施 

○特別支援教育におけるセンター的

機能の発揮 
・共生社会実現の視点 

・小中高等学校等のニーズに応じた支援 

・ＨＰ等による積極的な情報 発信 

【将来を支える地域】 

○福祉、労働、医療機関等と連携 

した進路指導 
・就労支援、生活支援及び移行支援の 

充実 

・支援会議、ケース会議等の設定と 

協力依頼 

・ニーズに応じた進路先の開拓 

○中学校等との連携 
・十日町市特別支援教育中高連携の 

取組 

・中学校訪問説明会実施による高等部 

の理解促進 

・定期的な就学・進路相談会の開催及び 

情報発信 

○地域の資源を生かした教育 

活動の充実 
・スポーツクラブ等外部機関との連携 

・芸術祭等への参加・協力 

・余暇活動への支援 

期待する生徒像   
○将来の夢や目標を語ることのできる 

生徒 

○自他を認め自分のペースで歩む生徒 

○様々な学習や体験に進んで取り組む 

生徒 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



転出入職員のご挨拶 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
≪令和２年度 転入職員≫ 

５名の教職員が新たに着任いたしました。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

松原 和子 先生 

 ３年間お世話になりました。素直で明るい皆 

さんに助けられて、楽しく過ごすことができまし

た。更なる成長を楽しみにしています。＜退職＞ 

大矢 仁 先生 

生徒の皆さん、保護者の皆様、４年間お世話に

なりました。この度の異動で、ふれあいの丘支援

学校に行きます。小学部の児童と頑張ります。川

西高特を同じ市内で応援しています。 

＜定年退職＞ふれあいの丘支援学校再任用 

 

斎木 秀夫 先生 

 ３年間お世話になりました。生徒の成長した姿

を見るのがうれしくもあり、うらやましくもあり

ました。これからのさらなる成長を楽しみにして

います。            ＜定年退職＞  

佐藤 正高 先生 

 ６年間充実した日々を過ごさせていただき、大

変ありがとうございました。４月からは川西

Spiritsを胸に、小千谷から川西高等特別支援学

校を応援し、見守って行きたいと思います。 

転出先：小千谷市立総合支援学校 

石崎 隆 教頭 

 ６年間お世話になりました。川西分校から川西

高等特別支援学校に本校化する際は、生徒・保護

者・地域の皆様よりご支援をいただき感謝申し上

げます。充実した日々でした。 

転出先：妙高市立総合支援学校 校長 

西 徳子 先生 

 ４年間お世話になりました。生徒の皆さんの 

笑顔を忘れません。これからも夢実現に向かって

頑張って下さい。長岡から応援しています。保護

者の皆様、大変ありがとうございました。 

転出先：柏崎特別支援学校のぎく分校 

《令和元年度末 転出職員》 

９名の教職員が転退職いたしました。 

 

 

松本 純一 先生 

心残りは、１分間チャレンジのすべての種目で

１位をとれなかったことです。それ以外は、充実

した３年間でした。川西高特の生徒、保護者の皆

様、ありがとうございました。 

転出先：南魚沼市立総合支援学校 

渡邊 渚 先生 

６年間お世話になりました。たくさんの出会い

があり、とても楽しい時間を過ごすことができま

した。生徒の皆さん、保護者の皆様、地域の皆

様、本当にありがとうございました。 

転出先：県立小出特別支援学校 

黒木 里佳 先生 

 将来を真剣に考え、夢に向かってがんばる皆さ

んの姿に、たくさんのパワーをもらいました。３

年半本当に楽しかったです。ありがとうございま

した。               ＜退職＞ 

北澤 千秋 先生 

 島から参りましたが、出身は長岡市です。みな

さんの明るい日々を、一緒に作っていけたらと思

います。よろしくお願いいたします。                       

前勤務先：県立佐渡高等学校 

 

笠井 敬祐 先生                        

 旅に行くこと、計画を立てることが好きです。

社会人を目指した学習を皆さんと一緒に進めてい

きたいと思います。よろしくお願いします。     

 前勤務先：長岡市立高等総合支援学校            

 

茂野 晴美 先生 

 川西出身です。皆さんの将来の夢に向かって一

緒に頑張りたいと思います。よろしくお願い致し

ます。    前勤務先：十日町市立貝野小学校 

 

 

小川原 ひと美 先生 

 笑うこと、食べること、物作りが大好きです。

楽しく過ごせる毎日をみなさんと一緒につくって

いきたいです。どうぞよろしくお願いします。                                                        

前勤務先：魚沼市立堀之内中学校 

 

遠藤 知子 教頭                            

おいしい物を食べたり、周りの景色を楽しみな 

がらジョギングしたりすることが大好きです。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

         前勤務先：三条市教育委員会 

 



令和２年度 第三回 入学式 

４月８日（月）に９名の新入生を迎え、第三回入学式が行われました。新型コロナウイルスの感染症の

拡大防止のため、新入生・保護者・教職員での入学式となりました。学年主任の呼名に、新入生がしっか

りと返事をする姿から、この学校で頑張っていくのだという意気込みが伝わってきました。また、録音で

はありましたが、在校生を代表して生徒会長が、歓迎の気持ちを伝えました。川西高等特別支援学校が、

「職業」の学習に力を入れていること、いろいろな活動に全校で協力しながら、夢に向かって全力で取り

組む学校であることを紹介しました。在校生、職員一同、新入生が一日も早く生き生きと学校生活を送れ

るよう、みんなでサポートしていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新入生歓迎会 

４月 17日に（金）に予定されていた新入生歓迎会で

すが、15日から臨時休校となるため、急遽 14日（火）

に実施しました。この歓迎会は生徒会総務主催で２・

３年生がプログラムや花かざり等の準備をしました。

新型コロナウイルス感染予防のため、レクリエーショ

ンはできませんでしたが、一人一人が自己紹介を行い、

好きなことや頑張りたいことを発表しました。 

 

 


